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【
う
ら
へ
続
く
】

共
謀
罪
ノ
ー 

多
彩
な
活
動

  

超
党
派
議
員
と
市
民
が
国
会
内
勉
強
会

  

日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
が
声
明

  

宗
教
者
が
緊
急
集
会

　

共
謀
罪
に
反
対
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
が
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

国
会
内
で
16
日
、
超
党

派
の
議
員
と
市
民
の
勉
強

会
が
行
わ
れ
、
会
場
い
っ

ぱ
い
の
約
１
７
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
勉
強
会
で

は
研
究
者
や
評
論
家
ら
多

彩
な
顔
ぶ
れ
の
11
人
が
発

言
、
共
産
、
民
進
、
自
由
、

社
民
、「
沖
縄
の
風
」
の

４
党
１
会
派
の
国
会
議
員

が
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

　

日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ(

浅

田
次
郎
会
長
）
は
15
日
、

声
明
を
発
表
。「
人
の
心

の
中
に
手
を
突
っ
込
み
、

憲
法
で
絶
対
的
に
保
障
さ

れ
て
い
る
『
内
心
の
自
由

（
思
想
信
条
の
自
由
）』
を

侵
害
す
る
も
の
」
で
、
表

現
の
自
由
が
根
本
か
ら
奪

わ
れ
て
し
ま
う
と
批
判
し

て
い
ま
す
。

　

宗
教
者
緊
急
集
会
が
16

日
、
参
院
議
員
会
館
で
開

か
れ
、
宗
教
・
宗
派
を
超

え
て
１
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。「
内
心
・
信
教

の
自
由
に
国
家
権
力
が
土

足
で
踏
み
込
ん
で
く
る
法

案
で
す
。
絶
対
に
負
け
ら

れ
な
い
た
た
か
い
で
す
」

と
反
対
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

格
差
・
貧
困
に
ノ
ー

　

日
比
谷
野
外
音
楽
堂
に
４
０
０
０
人

　

銀
座
パ
レ
ー
ド

　

19
日
、
日
比
谷
野
外
音

楽
堂
で
総
が
か
り
実
行
委

員
会
が
主
催
し
、
格
差
・

貧
困
の
拡
大
に
反
対
し
、

平
等
で
豊
か
に
暮
ら
せ
る

政
治
へ
の
転
換
を
求
め
る

集
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

会
場
あ
ふ
れ
る
４
０
０
０

人
が
参
加
、
銀
座
ま
で
元

気
よ
く
パ
レ
ー
ド
し
ま
し

た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
し
た

藤
本
奉
成
さ
ん
（
戦
争
を

さ
せ
な
い
１
０
０
０
人
委

員
会)

は｢

非
正
規
労
働

者
の
増
加
や
子
ど
も
の
貧

困
な
ど
生
き
づ
ら
い
世
の

中
に
な
っ
て
い
る
。
本
当

の
平
和
は
差
別
や
貧
困
が

な
く
な
ら
な
い
と
訪
れ
な

い
」
と
語
り
、
メ
イ
ン
ス

ピ
ー
カ
ー
の
東
大
教
授
・

本
田
由
紀
さ
ん
は
、
国

民
生
活
が
悪
化
し
、
先
進

国
と
の
比
較
で
も
悪
い
値

は
最
高
で
、
良
い
値
は
最

低
だ
と
告
発
、「
声
を
上

げ
る
こ
と
で
政
治
は
変
わ

る
。
今
日
の
よ

う
な
活
動
を
通

じ
て
社
会
を
組

み
立
て
直
し
て

い
こ
う
」
と
訴

え
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
全

国
各
地
で
戦
争

法
の
廃
止
や
南

ス
ー
ダ
ン
か
ら

の
自
衛
隊
の
撤

退
、
稲
田
防
衛

相
の
辞
任
な
ど

を
求
め
る
行
動

が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

２
０
１
７
春
闘
ス
タ
ー

ト
。「
各
社
に
要
求
書
を

提
出
し
た
」「
20
日
か
ら

ス
ト
批
准
の
一
票
投
票
が

始
ま
っ
た
」「
満
額
を
勝

ち
取
っ
て
ほ
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

森
友
学
園
へ
の
国
有

地
売
却
問
題
。「
ひ
ど
い
。

９
億
５
６
０
０
万
円
の
国

有
地
を
１
億
３
４
０
０
万

円
で
売
却
し
た
」「
国
は

す
で
に
汚
染
除
去
費
と
し

て
１
億
３
１
７
６
万
円
出

し
て
お
り
、
学
園
は
実
質

２
２
４
万
円
し
か
払
っ
て

い
な
い
」「
と
ん
で
も
な

い
話
だ
」「
名
誉
校
長
に

　

豊
洲
新
市
場
問

題
で
百
条
委
員
会
設

置
（
22
日
）。「
真
相

解
明
に
向
け
て
大
き

な
前
進
だ
」「
市
場

関
係
者
や
都
民
の
運

動
、
世
論
が
都
議
会

を
動
か
し
た
」「
百

条
委
は
出
頭
拒
否
や

虚
偽
の
証
言
を
す
る

と
罰
せ
ら
れ
る
。
石

融
燃
料
の
取
り
出
し
に
向

け
、
サ
ソ
リ
型
調
査
ロ
ボ

ッ
ト
が
容
器
内
に
投
入
さ

れ
た
が
堆
積
物
に
乗
り
上

原
元
知
事
や
浜
渦
元
副
知

事
ら
の
証
人
喚
問
に
注
目

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

福
島
第
一
原
発
廃
炉

作
業
難
航
。「
２
号
機
溶

安
倍
首
相
夫
人
が
就
任
す

る
予
定
だ
っ
た
」「
森
友

学
園
の
幼
稚
園
で
は
戦
前

の
教
育
勅
語
を
暗
唱
さ
せ

て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　　福島第一原発事故から６年
原発ゼロの未来へ 福島とともに
         ３・４全国大集会

３月４日（土）   日比谷野外音楽堂
集会：13：30～ 14：30 
銀座パレード：14：45～
        主催：原発をなくす全国連絡会

３
・
１
ビ
キ
ニ
デ
ー

核
兵
器
禁
止
条
約
実
現
へ

　
　

歴
史
的
チ
ャ
ン
ス
の
時

　
「
３
・
１
ビ
キ
ニ
デ
ー
」

が
、
今
年
も
静
岡
県
で
開

か
れ
ま
す
。

　

１
９
５
４
年
、
米
国
が

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の
ビ
キ

ニ
環
礁
で
行
っ
た
水
爆
実

験
で
、
多
く
の
住
民
や
漁

船
員
が
被
爆
し
ま
し
た
。

焼
津
港
所
属
の
マ
グ
ロ

漁
船
「
第
５
福
竜
丸
」
の

無
線
長
、
久
保
山
愛
吉
さ

ん
が
同
年
３
月
１
日
に
被

爆
、
半
年
後
死
亡
し
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
原
水

爆
禁
止
の
世
論
と
運
動
が

沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
ビ
キ
ニ
デ
ー

は
、
そ
の
歴
史
の
中
で
も

特
別
に
重
要
な
も
の
。
そ

れ
は
国
連
で
初
め
て
核
兵

器
禁
止
条
約
の
交
渉
会
議

が
開
か
れ
る
画
期
的
な
情

勢
の
な
か
で
迎
え
る
か
ら

で
す
。

　

い
ま
世
界
数
億
規
模
を

目
標
に
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国

際
署
名
」
が
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。運
動
を
広
げ
、

核
兵
器
禁
止
・
廃
絶
の
圧

倒
的
世
論
を
築
き
ま
し
ょ

う
。

げ
ロ
ボ
ッ
ト
の
回
収
が
で

き
な
か
っ
た
」「
東
電
は

成
功
と
言
っ
て
る
。
溶
融

燃
料
の
位
置
す
ら
確
認
で

き
て
い
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ア
ス
ク
ル
倉
庫
の
火
災

よ
う
や
く
鎮
火
。「
火
災

発
生
か
ら
６
日
も
か
か
っ

た
」「
窓
が
少
な
い
こ
と

や
爆
発
な
ど
で
消
火
作
業

が
難
航
し
た
よ
う
だ
」「
倉

庫
は
現
在
の
防
火
対
策
基

準
で
は
だ
め
と
い
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

北
朝
鮮
の
キ
ム
・
ジ
ョ

ン
ナ
ム
氏
、
マ
レ
ー
シ
ア

の
空
港
で
暗
殺
。「
驚
い

た
。
人
が
大
勢
い
る
空
港

で
暗
殺
事
件
が
起
き
る
と

は
」「
毒
薬
は
Ｖ
Ｘ
と
発

表
さ
れ
た
」「
マ
レ
ー
シ

ア
政
府
は
、
北
朝
鮮
駐
在

の
大
使
を
召
還
し
た
」

×　
　
　
　

×

　

茨
城
の
友
人
か
ら
の

話
。「
暮
れ
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

人
が
訪
ね
て
来
て
受
信
料

最
多
の
32
カ
国
・
地
域
か

ら
参
加
。
熱
帯
や
砂
漠
の

地
域
か
ら
の
参
加
も
あ
っ

た
」「
女
子
ス
ピ
ー
ド
ス

ケ
ー
ト
の
高
木
や
小
平
の

活
躍
が
す
ご
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

四
大
陸
フ
ィ
ギ
ュ
ア
選

手
権
。「
女
子
は
三
原
舞

依
選
手
が
初
出
場
で
初
優

勝
を
飾
っ
た
。
快
挙
だ
」

「
２
年
前
に
難
病
の
若
年

性
突
発
性
関
節
炎
を
患

い
、
今
も
通
院
と
服
薬
を

続
け
て
い
る
と
い
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
サ
ン
シ
ュ
ユ
や
ア
セ

ビ
な
ど
春
の
花
が
咲
き
出

し
た
」「
ま
た
寒
く
な
っ

た
」

非正規雇用
37. ５％ 最高に
際立つ働き盛りの置き換え

　

総
務
省
発
表
の
２
０

１
６
年
労
働
力
調
査

に
よ
る
と
、
役
員
を

除
く
雇
用
者
に
し
め
る

非
正
規
雇
用
の
割
合
が

37
・
５
％
と
調
査
開
始
以

来
、
最
も
高
く
な
り
ま
し

た
（
図
）。

　

こ
の
10
年
で
、
正
規
雇

用
は
３
４
４
９
万
人
か
ら

85
万
人
減
少
、
一
方
、
非

正
規
雇
用
は
１
７
３
５
万

人
か
ら
２
８
１
万
人
も
増

加
し
ま
し
た
。
と
り
わ
け

35
〜
44
歳
、
55
〜
64
歳
と

い
う
働
き
盛
り
、
ベ
テ
ラ

ン
世
代
で
正
規
か
ら
非
正

規
へ
の
置
き
換
え
が
顕
著

で
す
。

　

大
企
業
の
要
求
で
労

働
法
制
が
改
悪
さ
れ
、
非

正
規
雇
用
が
増
加
し
ま
し

た
。
働
き
盛
り
世
代
で
、

不
安
定
・
低
賃
金
の
非
正

規
雇
用
が
増
加
し
た
こ
と

が
中
間
層
疲
弊
の
一
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

“壁でなく橋を”
メキシコ各地で
トランプ米大統領の政策に抗議

　

メ
キ
シ
コ
国
境
へ

の
壁
建
設
や
イ
ス
ラ
ム

国
か
ら
の
入
国
禁
止
な

ど
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の

政
策
に
抗
議
す
る
デ
モ

行
進
が
12
日
、
メ
キ
シ

コ
各
地
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

市
民
団
体
な
ど
約
80

団
体
が
党
派
や
思
想
の

違
い
を
超
え
て
共
同
で

取
り
組
み
、
約
３
万
人

が
参
加
、
ト
ラ
ン
プ
政

権
発
足
以
降
最
大
規
模

不
払
い
の
理
由
を
聞
か
れ

た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
ふ
さ
わ
し

く
な
い
運
営
を
指
摘
し
た

ら〝
今
ま
で
の
滞
納
分
は

い
い
で
す
か
ら
、
籾
井
会

長
が
辞
め
た
ら
こ
れ
か
ら

の
受
信
料
納
め
て
い
た
だ

け
ま
す
か
〞と
聞
か
れ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

第
８
回
冬
季
ア
ジ
ア

大
会
（
19
日
〜
26
日
。
札

幌
市
、
帯
広
市
）。「
過
去

の
行
動
と
な
り
ま
し
た
。


